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【事業規模と事業概要】 

社名  三田電波株式会社 

所在地  〒178-0061 東京都練馬区大泉学園町 7-17-20 

代表電話  03-3925-1653 

FAX   03-3921-2915 

職種  電子部品（水晶デバイス）設計・製造・販売 

年間生産量 77,160 個（2022 年実績） 

出荷額  52 百万円（2022 年実績） 

従業員数 14 人（2022 年 12 月時点） 

延べ床面積  372.49㎡ 

 

 

【会社紹介】 

当社は主材料である人工水晶の加工から、各種水晶振動子・水晶発振器の設計、製造、販売を行います。 

小規模ながら試作から量産までの製造設備と、小型化・省電力化のニーズにも柔軟に対応する体制で事

業を行って参りました。 

小回りの利く生産体制と柔軟な設計（カスタマイズ）で満足頂ける様に全社的に勤めています。 

 

【対象範囲】 三田電波株式会社 本社(全体) 
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【環境経営方針】 

2020 年 2 月 18 日改定 

三田電波株式会社 環境経営方針 

当社は環境問題に取り組む企業として環境法規等を遵守する事を誓約し、二酸化炭素排出削減、天然資

源の効率的な使用及び廃棄物削減を柱としてより良い環境作りに取り組むと共に、作業上の安全性の確

保、周辺環境の維持運営を主旨として以下の環境経営方針を定める 

1.効率的なエネルギー利用に努める 

2.廃棄物の発生を抑える 

3.製造工程で使用する薬品類を理解し職場の安全性を確保し、環境への配慮に務める 

4.職場や周辺の美化に努める 

5.水資源の効率的な活用に努める 

代表取締役 前田正夫 

 

【次年度以降 2025 年度までの環境経営中期目標及び計画】 

項  目 中期目標と計画事項（要点抜粋） 

電気の使用量 ・中長期目標：コロナ禍の影響により、事業内容が著しく悪化し、

それに伴う電力使用量も変動しているため、工場規模の拡大等特

段の理由が無き場合以外、2020 年実績値(※)以下を維持する。 

※年間消費電力量 42000kWh（月平均 3500×12）以下 

産業廃棄物の削減 ・中長期目標：元々の排出量が少なく、わずかな事象でも大きく変

動するため、2020 年度の産廃発生量(231kg)以下を維持する。 

・廃棄物分別監視とリサイクル活動の継続：リサイクル量の記録（利

用可能なリサイクルは随時実施検討） 

・コピー用紙使用量の監視と裏紙利用の履行 

・産廃排出量の重量測定と記録 

・電子メール等の資料出力を抑える 

・IT サービスへの切り替えは適時検討 

使用化学物質管理 ・環境を含む緊急事態訓練と危険物質知識の社員教育全体ミーティ

ングの最低各２回の実施の継続 

・月一回の保管場所状況点検の実施 

環境美化の実施 ・毎日・毎週の清掃・点検の実施継続 

・年２回の全体清掃の計画と実施（名称：大掃除）継続 

水の使用量の管理 ・冷却水槽の点検と運用の管理（水の補給・循環機器のメンテ・清

掃） 

グリーン調達 ・事業で扱う機器・部材を導入・購入の際には可能な限り環境基準

に配慮した物を優先する。 

・メンテ消耗品（マシンオイル、防錆剤他）、衛生消耗品（洗剤、ト
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イレットペーパー、マスク他）の定量確保。 

製品サービスの環境

経営対応 

・自社製品の仕様変更、新製品開発に当たっては省エネ、長寿命を

考慮し部材、製造方法を決定 

・部材の環境対応（新部材のリサーチと必要な変更の検討） 

 

【環境経営目標】 

 

１）電気の年間使用量 

・2022 年度目標値：年間消費電力量 42,000kWh（月平均 3,500×12 kWh）以下 

２）廃棄物削減 

・2020 年度の産廃発生量(231kg)以下とする。 

・分別管理とリサイクル活動の継続（利用できるリサイクルは随時検討） 

・コピー用紙使用量の監視継続 

・産廃（不燃ごみ）の排出量の重量測定と記録。 

・電子メール等 IT 利用への切り替えは随時検討。 

３）使用化学物質 

・環境を含む緊急事態訓練と危険物質知識の社員教育全体ミーティングの最低各２回の実施 

・月一回の保管場所状況点検の実施 

４）環境美化の実施   

・毎日・毎週の清掃・点検の実施 

・年２回の全体清掃の計画と実施（名称：大掃除） 

５）水の使用の管理 

・冷却水槽の点検と運用の管理（点検・水の補給・機器のメンテ・ろ過フィルターの清掃） 

６）グリーン調達 

・事業で扱う機器・部材を導入・購入の際には可能な限り環境基準に配慮した物を優先する。 

７）製品サービスの環境対応 

・ 自社製品の仕様変更、新製品開発に当たっては省エネ、長寿命を考慮し部材、製造方法を決定 

・ 部材の環境対応（新部材のリサーチと必要な変更の検討） 

 

【環境経営活動計画】 

 

●電気使用量の削減   目標設定値：年間電力使用量平均で 3,500kWh／月以下 

・月毎の環境定例会にて電気担当者は電気料金票の内容を環境定例会で報告する。 

・全社員は「環境に関する手順書」の【電気設備の省エネ】の規定に従う。 

・電気の資料量測定には（ガス・水道も）月末にメーターより数値を記録する。 

 

●産業廃棄物排出削減   基準値：仮基準 10ｋｇ／毎週 以下 

              但し環境美化に伴うゴミは例外枠とする。 
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・月毎の環境定例会にてゴミ担当者はごみ出し量の実態データを環境定例会で報告する。 

・全社員は「環境に関する手順書」の【リサイクルとゴミの削減】の規定に従う。 

・コピー用紙はサイズ別にゴミ担当者が購入枚数の記録をとり、環境定例会で報告する。 

・ゴミ担当者は毎週の回収日にマニュフェストを発行、管理。また都への報告を行う。 

 

●化学物質教育の実施   目標設定：学習会２回／年 緊急事態訓練等２回／年 

・薬品担当者は、製造に関わる薬品類の管理記録を行い、目標とした学習会（テーマは毎回設定）を実施

する。 

・月毎の環境定例会にて薬品担当者は薬品の管理状況の報告と学習会の計画提案と調整を行う。 

・全社員は「環境に関する手順書」の【化学物質の管理】と「緊急事態マニュアル」の規定に従う。 

・薬品担当者は学習会の日程を朝礼等で公示し、資料作成等の準備と講師を勤める。 

・環境管理責任者は学習会の内容を「活動記録」に、緊急事態訓練の内容は「緊急事態訓練記録」にまと

め、保管する。 

 

●環境美化の実施   目標設定：①日毎・週毎の清掃・点検の実施  ②全体清掃の実施 

・美化担当者は「目標設定」①②の確認と記録を行う。（記録は週番報告のみとする） 

・月毎の環境定例会にて美化担当者は施設内の美化状況の報告を行う。 

・全社員は「環境に関する手順書」の【環境美化】に従う。 

・美化担当者は清掃に関する計画立案と準備を心掛ける。 

 

●水の使用の管理 目標：月毎に冷却水槽の点検を行い、無駄の無い運用と管理に勤める 

・水量の変化と異常を確認し、必要に応じて手作業での給水を行い、記録を付ける。 

・月毎の環境定例会にて担当者が冷却水槽の運用業況を報告する。 

・その他水道の元栓の適正調整も環境責任者が適時行なう。 

 

●グリーン調達 

・事業で扱う機器・部材を導入・購入の際には環境基準に配慮した物を優先する。 

 

●製品サービスの環境対応 

・自社製品の仕様変更、新製品開発に当たっては省エネ、長寿命を考慮し部材、製造方法を決定する 

 

【環境計画に基づき実施した取組内容】 

前項の環境経営目標を達成する為に以下の細則を定め、各々の担当を任命。社員指導を行いつつ、定

例会にて記録類の報告を行っています 

電気設備の省エネに関して（電気担当） 

・ エアコンの温度設定は、室温が冬場 20℃、夏場 28℃付近までの運用に努める 

・ 部屋の長時間留守時照明はスイッチを切る 
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・ 常勤でない部屋（トイレ・給湯室含む）に関しては使用者が必ず照明・エアコンの確認をする 

・ 天井照明は必要な場所以外の電気は消灯する 

・ 手元照明機器（卓上蛍光灯等）は不用時消灯する 

・ 計測器・製造機・ＯＡ機器は作業時間外に可能な限り省エネに努める 

・ 電気・ガス・水道使用量をエネルギー担当者が月毎に記録し、定例会にて報告する 

・ パソコンのモニターは原則として節電モードを５分に設定する 

・ エアコンは三ヶ月毎の掃除日に清掃・法的簡易点検を行う 

廃棄物の削減（事業ゴミ担当） 

・ 仕入れ材料の梱包材等は仕入れ業者と相談の上、環境経営に配慮するよう努める 

・ 出荷梱包材に関しても出来るだけ環境にやさしい材料を選定する 

・ 可燃・不燃ゴミは４５Ｌゴミ袋を基準とし、袋は成るべく無駄なく使う 

・ 飲料類の空きビン・空き缶は社内では扱わない。各自でリサイクル処理を行う 

・ コピー用紙の購入にはサイズ毎の記録を行い、裏面の再利用や使用枚数削減に努める 

・ 不燃ごみ・可燃ごみは業者指導に従い分別し、各々重量を記録。 

・ 不燃ゴミはマニュフェストを発行する。 

化学物質の管理（薬品担当） 

・ ＳＤＳは専用ファイルに種類順でファイリングし資料室にて誰でも閲覧可能とする 

・ 薬品担当者は化学物質の台帳記入と在庫管理に責任を持ち、定例会にて使用状況を報告

する 

・ 化学物質の取扱注意事項は工場内全員に理解してもらう為、定期的に学習会を行う 

・ 厳重保管化学物質は使用時に必ず薬品担当者又は代理担当者に指定された者を介するこ

と 

・ 原則的に薬品加熱の際には他の仕事をしないこと 

環境美化（美化担当） 

･ 敷地内の見まわり清掃 

・ 当番（週番）が月曜日に見廻りをする（9：10までに終了） 

・ 草取り・ゴミ拾い・どんな物が落ちていたか美化担当へ報告・記録する 

・ 流し台清掃 

・ ホールは１５時休憩後、トイレ当番（週番）がお茶ガラを捨てる（毎日） 

・ 生ゴミは流さずに回収して捨てる 

・ 給湯室の流し台は事務所員で管理 

・ 美化担当者は定例会にて各必要事項を月毎の状況報告をする 

水の使用量の管理（環境経営責任者） 

・ 原則として社内での水使用は必要と容認できる範囲に限定し、節水に努める 
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・ 地下冷却水槽の点検・注水の記録を節水担当者が毎月記録し、定例会で報告する 

・ 適時に地下水槽水の入替え清掃 月毎のろ過フィルターの清掃） 

製品サービスの環境対応（環境経営責任者） 

・ 旧来製品の積極対応（補修用供給・個人向） 

・ 新型部材への設計対応と製品化 

 

【取り組みによる実績と評価】 

環境経営方針に沿い、今期（2022 年度）の環境経営目標に対する実績は下表の様になりました。 

項目 目標 実績 評価 

①二酸化炭素排出量-電気(kg-CO2/年) 17,290 18,012 × 

 二酸化炭素排出量-化石燃料(kg-CO2/年) 1,310 1,453 × 

二酸化炭素総排出量(kg-CO2/年) 19,119 19,465 △ 

 電気の使用量（kWh） 42,000 38,647 〇 

②産業廃棄物（プラスチックゴミ等） 230.47 256.8 × 

 コピー用紙購入量（枚：A4 換算） 7,500 2,500 〇 

③化学物質管理・学習会実施回数 2 2 〇 

④環境美化の実施・大掃除実施回数 2 2 〇 

⑤水の使用量（㎥） 106.1 112.5 × 

※電力の二酸化炭素排出量は東京電力の排出係数 0.457kg-CO2/kWh として計算- 

◆その他の項 

６）グリーン調達  ：各種環境基準対応製品の設計調達 

７）製品サービスの環境経営対応 ：旧来製品の積極対応（補修・個人対象）は、顧客依頼事項に対し可

能な限り対応した。 

 ：新型部材への設計対応と製品化は該当なし 

【取り組み結果による評価】 

１）電気の年間使用量 

前年比 102.9％、目標値の 92％という結果で、2 年連続で微細ながら増加傾向も見られるものの活

動内容に変化も無く、生産量の微増は有るので天候的要因と合わせ誤差範囲と思われる。 

２）廃棄物目標設定は無いが無用な排出を監視する取り組みを本年度も継続している。仕出し弁当利用

者の増加からプラゴミはやや増加傾向。可燃ごみはリサイクルへのシフトを行いつつほぼ横ばい。 

３）使用化学物質教育の実施は、朝礼後の時間帯を利用し、年 2 回、社員教育という形で化学物質担当

者が主体となり環境問題をテーマにしたミーティングが行われていた。使用薬品に変更なし。 

環境美化の実施 

週単位での点検、年２回の大掃除、コロナ禍でのタオルの毎日交換と言った活動は滞りなく行われ

た。年間行事は中止、規模縮小という事ではあるが柔軟に対応出来た。 

４）水の使用状況について 

水の使用量は前年比 99.3％。コロナ対策でのタオル類の洗濯回数も２年目なので大きな変動はない。 
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５）昨年は従来のコロナ禍需要に、ウクライナ事情が加わったことで一般のグリーン調達消耗品に関し

ても影響も有ったが、調達に支障が出るレベルでは無かった。業績低迷で部材の調達ニーズは少ない

状態だが、供給企業側の撤収事情で抱え込む仕入れ量は増える傾向にある。 

６）製品サービスの環境経営対応という面では旧来製品ニーズの比率の高い当社としては新規対応も難

しい状態が続いているが、環境懸念物質に関する要求に対応すべく努力も継続している。 

 

【当社に関連する主な環境関連法規】 

廃棄物法、消防法、毒劇物取締法、フロン排出抑制法、労働安全衛生法、下水道法、 

東京都環境確保条例 他 

 

【環境関連法規への遵守状況及び違反、周辺住民からの苦情、訴訟等の有無】 

2022 年の環境関連法規、東京都条例、練馬区条例に適合を確認しています。 

過去３年に法令違反及び、同期間内に訴訟は有りません。 

また、周辺住民からの苦情はこの一年に有りませんでした。 

 

【代表者による全体評価と見直し・指示】 

■2022 年度の全体的な評価 

 2022 年も、前年に引き続き電子部品業界の動きの鈍化が経営に影響している。年終盤より新型コロ

ナウイルスに対する規制緩和が加速して、人の往来の制限はほぼ無くなり、社会は活性化に向かう中、

景気の回復も期待は寄せるが、実質的な経営状況の変化を見るにはまだ時間が掛かりそうでもある。

また、いまだウクライナ情勢から悪化した材料、エネルギー事情からの値上げ、社会不安等も有り、

企業活動への影響も少なからず見受けられる状況でも有る。 

弊社の主力製品にも用いられる IC の供給事情も世代交代と、生産体制の変化が起こる中、環境経

営に係わる変更への対応も必要に迫られて来るが、先行きの目処も立たず支度も慎重に成らざるを得

ない。 

そういう状況でエコアクション 21 の活動内容にも活気は出ないが、活動維持継続に努めている。 

■見直しと指示 

  2023 年度は人事上の判断で美化担当者二名の変更を実施する。また EA21 のガイドライン 2017

年度版からの変更に合わせた書類修正や、カーボンニュートラル社会への対応も内包していける方

向へ環境活動も柔軟に見直して行く事にする。 

 

以上 


